
 

植物由来の原料を使用した化粧品素材、 

油溶性樹脂「イソステアリン酸デキストリン」を開発 

～ まつ毛のカールを素早く固定するマスカラを実現 ～ 

 

株式会社コーセー（本社：東京都中央区、代表取締役社長：小林一俊）は、植物由来の原料を使用し

た油溶性樹脂「イソステアリン酸デキストリン」を、千葉製粉株式会社（本社：千葉県千葉市、代表取締役

社長：沼山勝己）と共同開発しました。「イソステアリン酸デキストリン」は、タピオカ由来の植物性素材「デ

キストリン」を主原料としており、優れた付着性と素早い皮膜形成性を兼ね備えた新しい樹脂です。本素

材は、2011 年 1 月 16 日に発売予定の新製品「ファシオ カール

ロックマスカラ」に応用します。 

 

化粧品における樹脂は、肌への付着性を高める、皮膜を作り形

状を保持する、耐水性の保護膜を作るといった機能を付与する

重要な成分です。しかし、従来からある天然樹脂の多くは、不純

物による着色や臭いの原因になるといった問題があり、合成樹

脂のシリコーン系樹脂には、皮膜形成性はあるものの付着性は

劣る傾向があるというように、バランスが良い特性を持つ樹脂は

少ないのが現状でした。 

 

当社は、「付着」、「皮膜形成」、「保護」という３つの機能をバランス良くあわせもつ樹脂の開発に着手

しました。この際、着目したのが植物性の多糖類「デキストリン」です。糖類は、ケラチンと呼ばれるタンパ

ク質である皮膚や毛髪、まつ毛への付着性に富み、保湿作用と安全性に優れるという特長があります。さ

らに、糖分子がいくつも繋がった多糖類「デキストリン」には皮膜を作る性質があります。 

 

「デキストリン」は親水性であるため、そのままでは汗や水で流されてしまいます。そこで、デキストリンを

油溶性に改質する検討を行いました。デキストリン分子の修飾基として各種の脂肪酸を検討した結果、

長鎖の分岐脂肪酸であるイソステアリン酸で部分的に修飾することにより、３つの機能を併せ持つ、優れ

た新しい樹脂の開発に成功しました。この新しい油溶性樹脂「イソステアリン酸デキストリン」は、従来から

ある他の樹脂と比較しても、バランスの良い性質を持っています（表１）。 

新素材 
従来樹脂     

ロジン（天然）系 

従来樹脂     

シリコーン（合成）系
 

イソステアリン酸

デキストリン 

水添ロジン酸ペン

タエリスリトール 

トリメチル 

シロキシケイ酸 

ケラチンへの吸着 ○ × × 

鉛筆硬度 JIS 

K5600-5-4 

>10B 

（柔軟性あり） 
HB 

>10B 

（脆く剥がれる） 

皮膜形成の有無 ○ ○ ○ 

耐水性 ○ ○ ○ 
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表１. 各種特性評価結果． 

 

 鉛筆硬度は、濃度 40%の

イソパラフィン溶液を硝子板

に 400 μm 厚で塗布し、乾燥

した樹脂膜で評価した。 




